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1. 綿に代替す る代表的化繊織 物を対 象とし てこれら

の洗浄に よる ほつれお よび縫いつ れについ て実際的 検討

を行なった。

2. 繊維は，レー ヨン， キュプ ラ，ア セテート， ナイ

ロン，ポリエ ステル，綿 の６種 を選び， たて， よこ， な

なめの ３方向 につい て上 記の目的 が達 せられるよう試 料

を調製した。す なわち，縫糸は，綿，絹，ポリエ ステル，

ナイロンを適宜用い，ピ ンキン グ，しつ けかがり，切 り

っ放し の３種に袋縫 を加え た。洗 浄は，攬件型洗 濯機で

１回10  mint とし て,   500 mint まで行 なった。

3. 洗浄後の布端のほつれは

①　本実験 に用い た平織 の範 囲内で は， たて方向 が格

段にほつれ易い。

②　縫代のしまつは袋縫を除けば, R のようにどの繊

維にも共通し た順位はつけ られ ない。例 えば，ピ ンキン

グについていえばほつれ にくい布 には効果 があるのに，

ほつれ易い布 には，かえ って逆効果で ある。

③　ほつれ易い のは，レ ーヨン， キュプ ラであり, こ

れらに 比べればそ の他の繊 維のほつ れは僅かである。

洗浄後の縫いっれ のできにくい もの につい てい えば，

布目では ななめ方向，繊維では，レ ーヨン， キ ュプ ラで

ある。


